
 

尾張旭市公共工事前金払取扱要領 

（総則） 

第１条 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）附則第７条、尾張旭市

会計規則（昭和５８年尾張旭市規則第１１号）第５４条、尾張旭市水道事業

会計規程（昭和５６年水道事業管理規程第１号）第２６条及び尾張旭市公共

下水道事業会計規則（平成２８年尾張旭市規則第４０号）第２８条の規定に

基づく前金払の事務の取扱いについて定めるものとする。 

（対象） 

第２条 前金払の対象は、公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和２７

年法律第１８４号。以下「法」という。）第２条第１項に規定する工事で契

約金額が３００万円以上のものとする。 

（制限） 

第３条 予算執行上の都合その他やむを得ない理由があると認めるとき又は前

金払の必要がないと認めるときは、前払金の全部又は一部を支払わないこと

ができる。 

（前払金の額） 

第４条 前払金の額は、契約金額に１０分の４の割合を乗じて得た額以内とす

る。 

２ 算出した前払金の額に１０万円未満の端数があるときは、これを切り捨て

る。 

（中間前金払） 

第５条 対象工事が次の各号に掲げる要件のいずれにも該当する場合は、既に

行われた前金払に追加して前金払（以下「中間前金払」という。）をするこ

とができる。 

 ⑴ 工期の２分の１を経過していること。 

 ⑵ 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされて

いる当該工事に係る作業が完了していること。 

 ⑶ 既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が契約金額の２分の１以

上の額に相当すること。 

 ⑷ 部分払の請求をしていないこと。 

２ 中間前払金の限度額は、申請時における契約金額に１０分の２の割合を乗

じて得た額以内とする。ただし、前払金と中間前払金（以下「前払金等」と

いう。）の合計額は、申請時における契約金額の１０分の６の割合を乗じて

得た額以内とする。 

３ 算出した中間前払金の額に１０万円未満の端数があるときは、これを切り



 

捨てる。 

（２年度以上にわたる契約） 

第６条 継続費に係る２年度以上にわたる契約における前金払及び中間前金払

は、当該契約に基づく各年度の年割額に応じた出来高予定額に対してするこ

とができる。 

２ 繰越明許費に係る翌年度にわたる契約における前金払及び中間前金払は、

契約締結の当初における請負金額の総額に対してすることができる。 

３ 債務負担行為に係る２年度以上にわたる契約における前金払及び中間前金

払は、当該契約に基づく各年度の債務負担行為の年割額に応じた出来高予定

額に対してすることができる。 

（前金払及び中間前金払の明示） 

第７条 前金払、中間前金払の対象となる工事及び前払金等の割合については、

入札条件又は見積条件としてあらかじめ入札参加者等に対してこれを明示す

るものとする。 

（前金払の請求等） 

第８条 前金払を受けようとする者は、法第５条の規定に基づき登録を受けた

保証事業会社（以下「保証会社」という。）と法第２条第５項に規定する前

払金の保証について保証契約を締結した保証証書を前金払請求書（様式第１

号）に添付して速やかに提出するものとする。 

２ 市長は、前項の規定による請求があったときは、内容を確認し、適当と認

めるときは、請求書を受理した日から１５日以内に前払金を支払うものとす

る。 

（中間前金払の請求等） 

第９条 中間前金払を受けようとする者は、次に掲げる書類を提出するものと

する。 

 ⑴ 中間前金払認定申請書（様式第２号） 

 ⑵ 工事履行報告書（様式第３号） 

 ⑶ 実施工程表 

２ 市長は、前項の規定による書類の提出があったときは、第５条第１項各号

の要件を満たしているか確認を行うものとする。 

３ 前項に規定する工事の進捗の確認は、工事履行報告書及び実施工程表をも

って行うものとし、必要に応じて資料の提出等を求めることができる。 

４ 市長は、第２項の確認を行い、中間前金払を請求する要件を具備している

ことを認めるときは、中間前金払認定調書（様式第４号）により通知するも

のとする。 



 

５ 前項の中間前金払認定調書の交付により認定を受けた者は、保証会社と中

間前払金の保証について保証契約を締結した保証証書を中間前金払請求書（

様式第５号）に添付して速やかに提出するものとする。 

６ 市長は、前項の規定による請求があったときは、内容を確認し、適当と認

めるときは、請求書を受理した日から１５日以内に中間前払金を支払うもの

とする。 

（中間前金払と部分払） 

第１０条 契約者は、同一の工事において中間前金払と部分払のいずれか一方

を請求することができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、継続費又は債務負担行為に係る特例として、各

年度末の出来高に対する部分払については、中間前金払が行われた工事につ

いても行うことができるものとする。 

（前払金等の返還） 

第１１条 前払金等の支払を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは、

前払金等を尾張旭市契約規則（昭和５３年尾張旭市規則第１９号）第４２条

の規定により返還させるものとする。 

 ⑴ 保証会社との間の保証契約が解除されたとき 

 ⑵ 本市との間の契約が解除されたとき 

 （その他） 

第１２条 この要領に定めるもののほか必要な事項は、契約の都度、協議する

ものとする。 

   附 則 

 この要領は、平成４年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この要領は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の規定は、この要領の施行の日以後に締結する契約から適用し、同

日前に締結した契約については、なお従前の例による。 

   附 則 

１ この要領は、平成２９年１０月１日から施行する。 

２ 改正後の規定は、この要領の施行の日以後に公告その他の申込みの誘引が

行われる契約から適用し、同日前に公告その他の申込みの誘引が行われた契

約については、なお従前の例による。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 



 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際、この要綱による改正前の各要綱等の規定に基づいて

作成されている申請書その他の用紙で、現に残存するものは、この要綱の規

定にかかわらず、当分の間、使用することができる。 

附 則 

 この要領は、令和５年１０月１日から施行する。 

 



 

様式第１号（第８条関係） 

 

前 金 払 請 求 書 

 

  年  月  日 

 

尾張旭市長 殿 

請負者 所 在 地 

                  商号又は名称 

                    代表者の氏名 

                    登 録 番 号 

 

 下記のとおり保証事業会社の保証証書を添えて、前払金の支払を請求します。  

記 

金額 
十億 億 千万 百万 十万 万 

 

千 百 十 円 

うち消費税及び地方消費税の額（適用税率 ％）金          円  

※ 金額の先頭に「金」を記入してください。 

 ただし、下記の工事の前金払 

工 事 名  

路 線 名  

工事場所  

契約締結年月日     年  月  日 

工 期     年  月  日 から     年  月  日まで 

契約金額 金         円（請求時の契約金額） 

振込先 

金融機関名  

支店名  

預金種目 

口座番号 

普通 

当座 
       

（カタカナ） 

名義人 

 

 

※ 振込先は、前払金専用口座を記入してください。 



 

様式第２号（第９条関係） 

 

中 間 前 金 払 認 定 申 請 書 

 

  年  月  日 

 

尾張旭市長 殿 

 

請負者 所 在 地 

                  商号又は名称 

                  代表者の氏名 

 

 下記の工事について中間前金払の条件を満たしていることを認定してください。 

記 

工 事 名  

路 線 名  

工事場所  

契約締結年月日     年  月  日 

工 期     年  月  日 から     年  月  日まで 

契約金額 金         円（申請時の契約金額） 

適 用  

注）中間前金払を受けた場合には、部分払を受けることができません。ただし、

継続費又は債務負担行為に係る２年度以上にわたる契約は除きます。 

 



 

様式第３号（第９条関係） 

 

工 事 履 行 報 告 書 

 

工事名  

路線名  

契約締結年月日     年  月  日 

工 期     年  月  日 ～     年  月  日 

報告日     年  月  日 

月 別 
予定工程  ％ 

( )は工程変更後 

実施工程  ％ 

( )は予定工程との差 
備  考 

  年  月 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

 (  ) 差(  )  

（記載欄） 

 

監督職員 

 

現場代理人 主任(監理) 
技術者 

   

 

 

（注）１ 報告は、月報を標準とする。 

   ２ 予定工程は、初回報告時に完成までの予定出来高累計を記入する。  

   ３ 実施工程は、当該報告月までの出来高累計を記入する。 

 



 

様式第４号（第９条関係） 

 

中 間 前 金 払 認 定 調 書 

 

                  第     号  

  年  月  日  

 

         様 

 

                   尾張旭市長 

 

 下記の工事について進捗率を調査した結果、中間前払金を支払うことができ

る条件を満たしていることを認定します。 

記 

工 事 名  

路 線 名  

工事場所  

契約締結年月日     年  月  日 

工 期     年  月  日 から     年  月  日まで 

契約金額 金         円（認定時の契約金額） 

概 要  



 

様式第５号（第９条関係） 

 

中 間 前 金 払 請 求 書 

 

  年  月  日 

 

尾張旭市長 殿 

請負者 所 在 地 

                  商号又は名称 

                  代表者の氏名 

                    登 録 番 号 

 

 下記のとおり保証事業会社の保証証書を添えて、中間前払金の支払を請求し

ます。 

記 

金額 
十億 億 千万 百万 十万 万 

 

千 百 十 円 

うち消費税及び地方消費税の額（適用税率 ％）金          円  

※ 金額の先頭に「金」を記入してください。 

 ただし、下記の工事の中間前金払 

工 事 名  

路 線 名  

工事場所  

契約締結年月日     年  月  日 

工 期     年  月  日 から     年  月  日まで 

契約金額 金         円（請求時の契約金額） 

振 込 先 

金融機関名  

支店名  

預金種目 

口座番号 

普通 

当座 
       

（カタカナ） 

名義人 

 

 

※ 振込先は、前払金専用口座を記入してください。 


